
菅名岳のブナーユキツバキ群落の保護
―新潟県におけるブナとユキツバキの分布域の比較―

ユキツバキの分布しているところには、多く

の場合その近隣にブナが分布しているが、ブナ

はユキツバキよりも水平的にも、垂直的にも広

い分布域を占めている。右の分布図からみても、

かつてブナは県内至るところにあり、ブナーユ

キツバキ群語が広域に分布していたでしょうが、

自然のまま温存されているその群落は激減して

いるものと思われる。地図の分布地点は、過去

の採集標本に韮ずいているので、現在も生育し

ているとはかぎらない。ブナが生育していると

ころでも、若木であって大木ではない場合が多

い。

広域にわたってまとまったブナーユキツバキ

群落のあるところは、北から飯豊連峰の北西側

山麓、菅名岳、妙高山系の神奈山中腹（丸山吉

夫氏による）、県境の長野県側の野々池周辺と鍋
＊

倉山と極めて少なく、既に伐採の進んでいると

ころもある。中でも菅名岳では新潟平野に近く

て海抜も比較的低いので、身近かにブナとユキ

ツバキ自然林を観察できる。
＊

〔藤沢正平（1987）鍋倉山のブナ群落を守る。
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上記のことから菅名岳のブナーユキツバキ群

落は、比較的広域にわたって残されているもの

で、人手を加えることなく、自然のまま保存し

ておく意義は大きい。カツラとあわせ、菅名岳
Ih

は「自然環境保全地域」として将来にわって保

存しておくことが頚要である。

（いしぎわ　すすむ・植物同好じねんじょ会）

7

石沢進

図上水平分布　黒丸：ブナ、細点：ユキツバキの分布域

中黒：ブナーユキツバキ群落がやや広域に分布している地域

下垂直分布黒丸：ブナ、実線：ユキツバキの分布域

〔ブナの分布：姫川原宗明（1982）新潟県植物分布図集第3集に

よる〕
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